公募

大規模石油災害対応体制整備事業費補助金

油濁防除資機材５号北海道基地稚内分所における

保管管理業務(２４時間対応業務)請負先及び資機材定期点検業務委託先

の公募について
平成２２年６月１８日
石　　油　　連　　盟
基盤整備・油濁対策部

石油連盟では、北海道北部海域における大規模流出油事故への対応能力を拡充するため、今般、稚内市に油濁防除資機材５号北海道基地の分所を開設することといたしました。同分所に配備される油濁防除資機材は、油流出事故発生時に災害関係者に貸し出されるものですが、事故現場で資機材が効力を発揮するためには普段より適切な管理・連絡体制とメンテナンス体制が整備されることが肝要と考えております。つきましては、稚内分所における油防除資機材に関して、２４時間対応業務の請負者、並びに定期点検業務の受託者を公募により選定することといたします。

本業務の請負あるいは受託を希望し応募する場合には以下をご覧いただき、事業の目的・内容をご理解のうえ、実施計画に関する企画提案書を作成し、提出願います。

１．業務の目的
経済産業省による補助制度を受けて石油連盟で実施している「大規模石油災害対応体制整備事業」は平成２年度（１９９０年度）に創設され、「油濁防除資機材を備蓄し、大規模石油流出災害時に災害関係者などの要請により資機材の貸出しを行い、災害の拡大防止に貢献し、さらに国内外の大規模石油流出災害に対する対応体制の整備を図ることにより、わが国の石油の安定供給に資する」ことを目的としている。

この目的の下、油防除資機材を備蓄し、災害関係者に貸し出すための基地を平８年（１９９６年）６月末までに国内６か所、海外５か所に設置した。これらの基地においては、各所の保管管理会社との間で保管管理業務について契約を結ぶとともに、維持管理会社との間で資機材の定期的な点検業務について委託業務契約を締結し、油防除資機材が常に貸出可能な状態に整備されている。
今般、開設することとなる稚内分所については、その資機材の保管場所である倉庫（稚内港末広埠頭上屋２号）を稚内市より賃借しているが、加えて、他の基地と同様に、①油流出事故が発生した際には速やかに石油連盟はじめ各関係者に連絡がとれ、遅滞無く資機材の貸し出しが行われる体制の整備、②適切な定期点検を実施し、常に資機材の状態を良好に保つとともに、不良箇所が発見された際には速やかに石油連盟へ報告がなされ必要な補修が行える体制の整備、が必要と考えている。

前記①及び②の目的を遂行するために、当該事業の請負先及び受託先を選定すべく公募を行なうものである。
２．業務の内容
今回公募する業務は、石油連盟・国内５号北海道基地・稚内分所（稚内市稚内港末広埠頭上屋２号内）に配備する油防除資機材に関する、以下に挙げる業務である。
申請者はＡ．及びＢ．の事業のいずれか一方あるいはその双方について申請することが可能である。

Ａ．稚内分所に関する保管管理業務（２４時間対応業務）【請負】
稚内分所の運営に関して以下の業務を行なう。業務開始日（予定）は平成２２年７月１日とする。
１．保管場所内に保管した資機材について、保管場所提供者（稚内市）と協力して、損壊、盗難、紛失等の事故を防止及び保管場所提供者との連絡等を行う。
２．保管場所に保管している資機材について、事業の趣旨にそって災害関係者にこれを貸し出す際には、いつでも以下の業務を行なうことができるよう、年中無休の体制を維持する。

（１）資機材の貸出、搬出等に関する関係者との連絡並びに調整

（２）資機材運搬用車両・機材の一般道路と保管場所との間の誘導

（３）資機材の借り受け人に対する資機材の引渡しに関する事務手続きの代行

Ｂ．稚内分所の油防除資機材に関する定期点検業務【委託】

稚内分所に保管する油防除資機材について、定期的な点検業務を実施し、不断に貸出可能な状態を維持する。業務開始（予定）は平成２２年７月とする。

１．本点検業務は、以下に挙げる軽点検及び重点検に区分される。申請者はＢ－１．軽点検及びＢ－２．重点検の業務の双方またはその一方について申請ができる。
２．定期点検を実施した後は報告書を作成し、翌月１０日までに石油連盟に報告する。但し、緊急・異常事態または資機材の故障等に関する連絡・報告については、その都度、直ちに行なう。

	【点検概要】

Ｂ－１　軽点検

稚内分所に保管する油防除資機材についての以下に概要を挙げる点検

※申請者は、申請書類を作成するにあたっては、石油連盟に連絡をとり、点検内容詳細を記した資料（点検項目票）を入手した上で作成ください。

①固形式オイルフェンス：２か月点検

・システム目視点検、全コンテナ開放通風実施（但し、通風換気は１回/月）、報告書作成
②カレントバスター：３か月点検

・各機器始動点検、オイル点検、システム目視点検、報告書作成

③デスミ・コンビネーションスキマー：毎月点検

・動力装置運転、オイル点検、ホース類点検、全部品予備品員数チェック、コンテナ内部点検、システム目視点検、報告書作成
④ミニバックシステム：３か月点検

・各機器始動点検、オイル点検、全部品予備品員数チェック、コンテナ内部点検、システム目視点検、報告書作成

⑤ローブーム１８００－ＳＰＩ：毎月点検

・各機器始動点検、オイル点検、全部品予備品員数チェック、コンテナ内部点検、システム目視点検、報告書作成
⑥ＬＷＳ５０：毎月点検
・動力装置運転、オイル点検、ホース類点検、全部品予備品員数チェック、コンテナ内部点検、システム目視点検、報告書作成

Ｂ－２　重点検

稚内分所に保管する油防除資機材についての以下に概要を挙げる点検

※申請者は、申請書類を作成するにあたっては、石油連盟に連絡をとり、点検内容詳細（点検項目票）を記した資料を入手した上で作成ください。

①デスミ・コンビネーションスキマー：６か月点検

・システム運転実施、特殊部品及び予備品機能チェック、コンテナ内部点検、報告書作成

②ミニバックシステム：６か月点検

・システム運転実施、特殊部品及び予備品機能チェック、コンテナ内部点検、報告書作成
③ローブーム１８００－ＳＰＩ：６か月点検

・ブーム充気運転、特殊部品及び予備品機能チェック、コンテナ内部点検、報告書作成
④ＬＷＳ５０：６か月点検
・システム運転実施、特殊部品及び予備品機能チェック、コンテナ内部点検、報告書作成

【平成２３年３月末までにおける点検回数（平成２２年度７月度点検より開始）】
Ｂ－１．軽点検

①固形式オイルフェンス：２か月点検×４回

②カレントバスター：３か月点検×２回

③デスミ・コンビネーションスキマー：毎月点検×８回

④ミニバックシステム：３か月点検×２回

⑤ローブーム1800－SPI：毎月点検×２回（平成２２年末納品予定）
⑥ＬＷＳ５０：毎月点検×２回（平成２２年末納品予定）
Ｂ－２．重点検

①デスミ・コンビネーションスキマー：６か月点検×１回

②ミニバックシステム：６か月点検×１回

③ローブーム1800－SPI：６か月点検×１回（平成２２年末納品予定）
④ＬＷＳ５０：６か月点検×１回（平成２２年末納品予定）
〔参考〕【年間に必要とされる点検の回数】
①固形式オイルフェンス：２か月点検×６回（換気通気は１回/月）〔軽点検〕

②充気式オイルフェンス（カレントバスター）：３か月点検×３回〔軽点検〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12か月点検×１回〔重点検〕

③油回収機（デスミ・コンビネーションスキマー）：毎月点検×10回〔軽点検〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６か月点検×２回〔重点検〕

④ミニバックシステム：３か月点検×２回〔軽点検〕

：６か月点検×２回〔重点検〕

⑤充気式オイルフェンス（ローブーム1800－SPI）【平成２２年末納品予定】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：毎月点検×10回〔軽点検〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：６か月点検×２回〔重点検〕

⑦油回収機（ＬＷＳ５０）【平成２２年末納品予定】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：毎月点検×10回〔軽点検〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：６か月点検×２回〔重点検〕


３．公募の期間：平成２２年６月１８日(金) ～ 平成２２年６月２５日(金)

４．公募の申請書等

別紙の記入要領（巻末参照）を参照し、①所定の公募申請書、②公募提案書、③申請者に関する概要表、ならびに関連する業務を行っている場合、④その業務報告書、⑤申請者の年次報告書等を、３部提出のこと。
５．申請書等の提出

① 提出期限：平成２２年６月２５日(金) 正午まで

② 提 出 先：〒100－0004　東京都千代田区大手町１丁目３番２号

石油連盟基盤整備・油濁対策部油濁対策室

※提出方法は、郵送・宅急便または持ち込みとする。
６．請負先・委託先の選定等

1 請負先・委託先選定審査：６月２８日(月)までに決定し、応募者にその旨通知

※ 委託先選定基準：事業遂行能力、経理管理能力等を総合的に審査し選定する。
② 請負・委託契約期間：契約締結日～平成２３年３月３１日

７．問い合わせ先
石油連盟 基盤整備・油濁対策部 油濁対策室　（担当窓口：手賀、澤井、角田）
〒100－0004　東京都千代田区大手町１丁目３番２号
TEL　03－5218－2306　FAX　03－5218－2320
申請書・提案書・申請受理票の記入要領
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「保管管理業務（24時間対応業務）」請負先、

「資機材定期点検委託業務（軽点検）（重点検）」受託先の公募について
１．申請書（様式１）

(1)受付番号

石油連盟が申請者の管理を行うための番号になりますので、記入しないでください。

(2)申請者

申請者となる企業・団体等について記入してください。申請者は、採択の後に、石油連盟と契約を締結します。本契約後の経理実務については、申請者が責任を持って管理することとなります。

①企業・団体名：申請者となる企業・団体等の名称を記入してください。

②代表者役職・氏名：申請者となる企業・団体等の代表者の役職、氏名を記入してください右の印または署名欄には代表者印を押印または署名をしてください。

③所在地：申請者の所在地を記入してください。

(3)連絡担当窓口

本事業への申請にあたり、石油連盟との連絡担当窓口となる方について記入してください。

①企業・団体名：所属する企業・団体等の名称を記入してください。

②氏名：氏名をご記入ください。漢字氏名のあとに（ ）書きでふりがなを記入してください。

③所属（部署名）：所属する部署名を記入してください。

④役職：役職を記入してください。

⑤所在地：郵便番号、所在地を記入してください。

⑥電話番号：電話番号を記入してください。代表・直通を明記してください。

⑦ＦＡＸ番号：ＦＡＸ番号を記入してください。

⑧Ｅ－ｍａｉｌ：Ｅ－ｍａｉｌアドレスを記入してください。
２．提案書（様式２）

下記の事項について、様式２により、Ａ４サイズ用紙、縦置きで記入してください。必要に応じて記入した事項の詳細を説明する資料を添付してください。
提案する業務が、Ａ．保管管理業務（24時間対応業務）、Ｂのいずれかを明記してください。なお、Ｂ．定期点検業務については、Ｂ－１．定期点検業務（軽点検）及びＢ－２．定期点検業務（重点検）のその一方について応募することも可とします。その際は、Ｂ－１．軽点検、Ｂ－２．重点検のいずれについての申請であるかを明記してください。複数事業について、申請する場合は、提案書は各事業別に提出してください。
※資料を添付する場合も様式には概要を必ず記入してください。

(1)申請者

申請者となる企業・団体等の名称を記入してください。

(2)事業概要

本事業の概要、目標設定、目標達成までのプロセス等を具体的に記入ください。
特に、Ａ．保管管理業務（24時間対応業務）について申請する場合は、前述「２．業務内容」Ａ．に記載された目的を達成するために、どのような管理・連絡業務が可能であるか具体的に提案ください。

 (3)実施体制

Ａ．保管管理業務（24時間対応業務）：本事業の実施体制について、実施体制図、役割分担等を記入してください。

Ｂ．定期点検業務（軽点検）（重点検）：本事業の実施体制について、総括責任者、作業指揮者、作業担当者の区別をするとともに、実施体制図、役割分担等を記入してください。

 (4)実施計画（Ｂ．のみ）
(2)に記載された事業内容に関する実施計画について記入してください。

(5)予算額

本事業の実施にかかる予算額を千円単位で記入してください。対象となる経費は下記のとおりとします。

Ａ．２４時間対応費
	本事業の実施にかかる予算額を千円単位で記入してください。

※予算執行上、全ての支出には領収書等の厳格な証明書が必要となります。また、支出額、支出先、支出内容が適切か否かも委託費支払いに際し、厳格に審査され、これを満たさない場合は、当該委託費の支払いが行なえないことになります。厳格な経費処理が必要であることを前提として、当該委託事業の受託可否も含めて、予算額の策定を行なってください。


　　
Ｂ－１．定期点検（軽点検）（重点検）
	本事業の実施にかかる予算額を千円単位で記入してください。対象となる経費は下記のとおりとします。

1． 人件費

　稚内分所にて実際に定期点検作業に従事した総括責任者、作業指揮者、作業担当者の人件費とします。
· 人件費の算定にあたっては、予め石油連盟へ連絡をとり、労務費単価の算出に必要な書類を入手してください。その上で、石油連盟の業務委託契約に関する事務取扱要領に基づき、労務費単価の算出を行なってください。
· 前項で求めた労務費単価及び（４）で記載した実施計画を基に、総括責任者、作業指揮者、作業担当者ごとに人件費を算定してください。
2． 外注費

　（４）で記載した実施計画を基に、定期点検で必要となる重機車両等の借料を記載ください。当該重機の手配に伴い、運転手、合図マン等を外注先から傭員する場合も本経費に計上してください。
３．消耗品費

定期点検を実施するにあたって必要となるウエス、軽油、エンジンオイル、作動油、軍手、通信運搬費等の経費となります。

４．一般管理費

石油連盟の業務委託契約に関する事務取扱要領に基づき、算出します。
※予算執行上、全ての支出には領収書等の厳格な証明書が必要となります。また、支出額、支出先、支出内容が適切か否かも委託費支払いに際し、厳格に審査され、これを満たさない場合は、当該委託費の支払いが行なえないことになります。厳格な経費処理が必要であることを前提として、当該委託事業の受託可否も含めて、予算額の策定を行なってください。


３．提案企業・団体に関する概要（様式３）
様式３に基づき、企業・団体名、（団体の場合は）参加企業名、代表者名、所在地、資本金、従業員数、主要業務の実績、直近過去３年分の財務諸表について記述して下さい。

以　上

（様式１）
	受付番号
	


石油連盟　御中
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災害対策用資機材整備等事業「○○○○○○○○事業」
公　募　申　請　書

	申請者
	企業・団体名
	

	
	代表者役職・氏名
	
	印または署名

	
	所在地
	

	連絡担当窓口
	企業・団体名
	

	
	氏名（ふりがな）
	

	
	所属（部署名）
	

	
	役職
	

	
	所在地
	〒



	
	電話番号

（代表・直通）
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


（様式２）

	受付番号
	


平成　　年度大規模石油災害対応体制整備事業費補助金

災害対策用資機材整備等事業「○○○○○○○○事業」
公　募　申　請　書

いずれかに○を付けた上で、下欄にご記載ください。
Ａ．保管管理業務（24時間対応業務）

Ｂ－１．定期点検業務（軽点検）

Ｂ－２．定期点検業務（重点検）
	１．実施計画及び実施スケジュール

	

	２．実施体制

	

	３．予算額（千円）

	(1)　　　　　　　　　　　　　　　　　千円



	(2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

①　　　　　　　　　　　　　千円

②　　　　　　　　　　　　　千円

③　　　　　　　　　　　　　千円



	(3)

	小計

	消費税及び地方消費税

	総額　　　　　　　　　　　　　　　　千円（※総額は　　千円未満）


· 「３．予算額」については、可能な限り積算を明記してください。

また、人件費については、積算の根拠となる単価、労働時間を必ず明記して下さい。

（様式３）

	受付番号
	


申請者（提案企業・団体）に関する概要表
商号又は名称

代表者職・氏名

印

	所　在　地
	〒



	ホームページURL
	http://

	設 立 年 月 日
	
	資　本　金
	百万円

	従　業　員　数
	人
	
	

	主要業務の実績
	

	（団体の場合）

主要加盟企業
	

	海外事務所等の

ネットワーク
	


財務諸表

	今期の見込み及び過去２年間の業績

	項　　　目
	今期（見込み）
    ／   ～  ／   
	平成２１年度（確定）
    ／   ～  ／   
	平成２０年度（確定）
    ／   ～  ／   

	売　上　高
	千円
	千円
	千円

	当期純損益または年度損益
	千円
	千円
	千円

	前年度繰越損益
	千円
	千円
	千円

	年度末処分利益
	千円
	千円
	千円

	年度末借入金残高
	千円
	千円
	千円


	過去における関係分野の調査等業務に関わる契約実績

	発　注　者
	区分(*)
	契約期間
	業務名等
	契約金額等(税抜)

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円

	
	
	自

至
	
	千円


(*) 調査・開発・実証実験等の区分を記入ください
【参考】
１．稚内分所に保管する資機材の種類
①固形式オイルフェンス　６基（２段積み）

サイズ：長さ９．５M×巾２．３M×高さ２．３M　　　　　重量：約３．５トン/基

②充気式オイルフェンス（カレントバスター）　１基　

サイズ：長さ２．９９M×巾２．４４M×高さ２．６０M　　重量：約３．８トン/基

③油回収機（デスミ・コンビネーションスキマー）　１基

サイズ：長さ３．１M×巾２．３５M×高さ２．５M　　　　重量：約　３．２トン/基

④ミニバックシステム　２基(コンテナ１本に２基収納)

サイズ：長さ２．９９M×巾２．４４M×高さ２．５９M　　重量：約３トン/基

⑤仮設タンク（ファスタンク）　６個(収納箱６本)

サイズ：長さ１．６１M×巾０．４６M×高さ０．５０M　　重量：約７３KG/個

⑥充気式オイルフェンス（ローブーム1800－SPI）【平成２２年末納品予定】
サイズ：長さ２．４３M×巾２．２０M×高さ２．２５M　　重量：約７．１５トン/基
⑦油回収機（ＬＷＳ５０）【平成２２年末納品予定】

サイズ：長さ２．９９M×巾２．４４M×高さ２．５９M　　重量：約３．１トン/基
以　上







